安全にお使いいただくために必ずお守 y ください 


お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくために守って 
いただきたい事項を記載しました。 

正しく使用するために、必ずお読みになり内容をよく理解された上で、お使いください。なお、本書に 
は弊社製品だけでなく、弊社製品を組み込んだパソコンシステム運用全般に関する注意事項も記載され 
ています。 

パソコンの 故障/トラブルや、 データの 消失•破損または、取り扱いを誤ったために生じた本製品の故 
障/トラブルは、弊社の保証対象には含まれません。あらかじめご了承ください。 

使用している表示と絵記号の意味 


警告表示の意味 


A 警告 

絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示の注意事項を守らない 
と、使用者が死亡または、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示の注意事項を费らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生が考 
えられる内容を示しています @ 


絵記号の意味 AS )# の中や近くに具体的な指示事項が描かれています。 


A 

警告 • 注意を促す内容を示します。（例：^感電注意） 

Q 

してはいけない事項（禁止事項）を示します。（例：分解禁止） 

• 

しなければならない行為を示します。（例：霞プラグをコンセントから抜く） 


A 警告 


パソコンの使用直後は、パソコン内部の部品に手を触れないでください。 

V_y 特に CPU や VGA チップが高温になっており、手を触れるとやけどをする恐れがあります。 パソコンの 電源スイッチを OFF にし 

禁止 た後、30分以上たってから作業することをおすすめします。 


〇 本製品を取り付け、使用する際は、必ずパソコンメーカーおよび周辺機器メーカーが提示す 
る警告や注意指示に従ってください。 

強制 


® 本製品の分解 ■ 改造 ■ 修理を自分でしないでください。 

火災•感電 • 故障の恐れがあります。また本製品のシールやカバーを取り外した場合、修理をお断りすることがあります。 

分解禁止 


〇 電源ケーブルは、完全に差し込んでください。 

差し込みが不完全なまま使用すると、ショートや発熱の原因となり、火災や感電の恐れがあります。 

強制 


本製品の取り付け/取り外しをするときは、本製品およびパソコン、周辺機器の電源スイッ 
^ チを OFF にし、 AC コンセントから電源プラグを抜いてください。 

鼋源2マグを電源プラグがコンセントに接続されたまま、取り付け/取り外しを行うと、感電および故障の原因となります。 

抜く 


〇 電気製品の内部やケーブル、コネクタ類に小さなお子様の手が届かないように機器を配置し 
てください。 

強制 さわってけがをする恐れがあります。 


A 

注意 

メディアは次の点に注意して大切にお使いください。 

• 直射日光を当てないでください。 

• シンナーやベンジン等の有機溶剤を使ってお手入れをしないでください。 

汚れは、少量の水で湿らせた柔らかい布で拭き取ってください。必ず、中心から外側へ向って軽く拭き取ってください。 
•表面に傷を付けたり、テープを貼ったり、文字を書いたりしないでください。 

• 高温、多湿になる場所や、ほこりの多い場所に置かないでください。 

• 表面に手を触れないでください。 

両端を持っか、縁と中央の穴をはさむようにして持ってください。 

• 持ち運ぶときは、必ずプラスチックケースに入れて大切に取り扱ってください。 

S ) 

禁止 

ひびわれや変形、補修したメディアは使用しないでください。 

本製品内部で砕けて、けがや故障の恐れがあります。 

禁止 

メディアの反射層が剥離する原因となりますので、次のことは行わないでください。 

•表面（レーベル面）に傷を付けないでください。 •メディア同士を重ねないでください。 

• レーベル面にタイトルなどを書き込むときは、ボールペンなどの先の硬い筆記用具を使用しないでください。 

• シールやラベルなどを貼らないでください。 

❶ 

強制 

定期的にレンズのクリーニングを行ってください。 

本製品内部のレンズ等に、ほこりやたばこの煙等が付着し、メディアの再生が正常にできなくなったり、書き込みができな 
くなることがあります。市販のレンズクリーニングキットで、定期的にレンズのクリーニングを行ってください。 

禁止 

シンナーやベンジン等の有機溶剤で、本製品を拭かないでください。 

本製品の汚れは、乾いたきれいな布で拭いてください。汚れがひどい場合は、きれいな布に中性洗剤を含ませ、かたくしぼ 
ってから拭き取ってください。 

禁止 

パソコンおよび周辺機器の電源スイッチが 0 N の状態で、フラットケーブルの抜き差しをしな 
いでください。 

本製品および周辺機器の故障の原因となります。 

禁止 

本製品へのアクセス中は、電源スイッチを OFF にしたり、システムをリセットしたりしない 
でください。 

データが消失、破損する恐れがあります。 

〇 

禁止 

トレーに、メディア以外のものを載せないでください。 

故障や火災の原因になります。 

禁止 

トレーを出したまま放置しないでください。 

内部にほこりが入り込んで、故障の原因になります。 


トレーに手を入れ、挟まないように注意してください。 

けがの恐れがあります。 

S ) 

禁止 

メディアを入れたまま移動しないでください。 

本製品の動作中または、メディアを本製品に入れた状態での移動はしないでください。 

メディア、本製品に損傷を与える恐れがあります。移動する場合は必ずメディアを取り出し、電源スイッチを OFF にしてか 
ら行ってください。 

❶ 

強制 

本製品を廃棄するときは、地方自治体の条例に従ってください。 

条例の内容にっいては、各地方自治体にお問い合わせください。 

r 


■付属ソフトのサボートについて ■ 

付属ソフトのサボートは各ソフトウェアメーカーにて承っております （ P 3 参照）。ソフトウェアの 
ユーザー登録は必ずしてください。 

※ 株式会社バッファローでは、付属ソフトに関するお問い合わせは承っておりません。あらかじめご了承ください。 

V ノ 


〇 小さなお子様が電気製品を使用する場合には、本製品の取り扱い方法を理解した大人の監 

視、指導のもとで行うようにしてください。 

強制 

/0\ 濡れた手で本製品に触れないでください。 

V-X 電源ケーブルがコンセントに接続されているときは、感電の原因となります。また、コンセントに接続されていなくても、 

禁止 本製品の故障の原因となります。 


煙が出たり変な臭いや音がしたら、すぐにコンセントから電源プラグを抜いてください。 

そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電する恐れがあります。 

電源プラグを 弊社サポートセンターまたは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

抜く 


/ Q \ 風呂場など、水分や湿気が多い場所では、本製品を使用しないでくださしヽ。 

火災になったり、感電や故障する恐れがあります。 

水場での 
使用禁止 


^ 本製品に液体をかけたり、異物を内部に入れたりしないでください。液体や異物が内部に入 

^ ってしまったら、すぐにコンセントから電源プラグを抜いてください。 

電源2了グをそのまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電する恐れがあります。弊社サポートセンターまたは、お買い 
キ及 < 求めの販売店にご相談ください。 


レーザー光線を直視しないでください。 

トレーを開けて中をのぞいたり、本製品を分解しないでください。レーザー光線が目に入ると視覚に障害を及ぼす恐れがあ 
禁止 ります。 

A 注意 


〇 静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身近な金属（ドアノブやアルミサッシ 
など）に手を触れて、身体の静電気を取り除いてください。 

人体などからの静電気は、本製品を破損、またはデータを消失、破損させるおそれがあります。 


〇 パソコンおよび周辺機器の取り扱いは、各機器のマニュアルをよく読んで、各メーカーの定め 
る手順に従ってください。 

強制 


/Ov 本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。 

v-y 本製品は精密機器ですので、衝撃を与えないように慎重に取り扱ってください。本製品の故障の原因となります。 

禁止 


S ) 

禁止 


次の場所には設置しないでください。感電、火災の原因となったり、製品やパソコンに悪影響 
を及ぼすことがあります。 


• 強い磁界、静電気が発生するところ 

•温度、湿度がパソコンのマニュアルが定めた使用環境を超える、または結露するところ 


• ほこりの多いところ 
• 振動が発生するところ 
• 平らでないところ 
• 直射日光が当たるところ 
•火気の周辺、または熱気のこもるところ 
• 漏電、漏水の危険があるところ 


—故障の原因となります。 

4けが、故障、破損の原因となります。 

4転倒したり、落下して、けがや故障の原因となります。 
4故障や変形の原因となります。 

4故障や変形の原因となります。 

4故障や感電の原因となります。 


〇 本製品の取り付け、取り外しや、ソフトウェアをインストールするときなど、お使いのパソコン 

環境を少しでも変更するときは、変更前に必ずパソコン内（ハードディスク等）のすベてのデー 
強制 夕を M 0 ディスク、フロッピーディスク等にバックアップしてください。 

誤った使い方をしたり、故障などが発生してデータが消失、破損したときなど、バックアップがあれば被害を最小限に抑 
えることができます。 

バックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了 
承ください。 


〇 各接続コネクタのチリやほこり等は、取りのぞいてください。また、各接続コネクタには手 
を触れないでください。 

5金制 故障の原因となります。 


⑷ 


内蔵 DVD ドライブはじめにお読みください 
2007年11月15日初版発行発行株式会社バッファロー 


BUFFALO 


35010116 ver .01 [1-01 1 C 10-012 


内蔵 DVD ドライブ 

マニュアル 


はじめにぉ諒みください 


このたびは、本製品をご利用いただき、誠にありがとうございます。本製品を正しく使用するために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してください。 


パッケージ内容 


万が一、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。なお、 
製品形状はイラストと異なる場合があります。 

□ドライブ本体 . 1台 



ドライブ上面に本製品のシリアル 
No . が記載されています。バソコ 
ンに取り付ける前に保証書(本製 
品を梱包している箱に記載)へ記 
入しておいてください。 


□取り付けネジ . 4本 B はじめにお読みください（本紙） ■■■■■ 1枚 

□ユーティリティ CD ( CD - ROM ) ■■…1枚 

※ 本製品を梱包している箱には、保証書と本製品の修理についての条件を定めた約款が印刷 

されています。 本製品の修理をご依頼頂く場合に必要となりますので、大切に保管してく 
ださい。 

※別紙で追加情報が添付されている場合は、必ず参照してください。 



以下の手順で、セットアップを行ってください。 



取り付け前の確認をする 


■取り付ける位置 

通常、プライマリのマスタには八ードディスクが接続されています。 
そのため、本製品は下図①〜③のいずれかの位置に取り付けます。 


厂①セカンダリのマスタに 
取り付けるときの位置 
マスタ 


プライマリ 
(IDE 0) 


セカンダリ 
(IDE 1) 



スレーブ 

1 -②セカンダリのス 
レーブに 取り付 
けるときの位置 



レーブに取り付 
けるときの位置 


■ジャンパスイッチの設定値 

•通常、プライマリのマスタには八ードディスクを接続します。本製品1台だけを接続して使 
用することはできません。 

-本製品は八ードディスクが接続されていないフラットケーブルに接続することをおすすめし 
ます。本製品と八ードディスクを同じフラットケーブルに接続すると、パソコンの動作が不 
安定になることがあります。 




マスタ ( MASTER ) 
、（出荷時設定） 


スレーブ ( SLAVE ) 



使用環境 

プライマリ （IDE 0) 

セカンダリ （ IDE 1) 

本製品の 

ジャンパスイッチ設定 

他の IDE 機器 

本製品 

マスタ 

スレーブ 

マスタ 

スレーブ 

1台 

1台 


本製品 

- 

- 

スレーブ ( SLAVE ) 


- 

本製品 

- 

マスタ ( MASTER ) 

2台 

1台 


本製品 


- 

スレーブ ( SLAVE ) 



本製品 

- 

マスタ ( MASTER ) 


- 


本製品 

スレーブ ( SLAVE ) 

3台 

1台 




本製品 

スレーブ ( SLAVE ) 


I I :他の IDE 機器が接続されている 
一 : IDE 機器が接続されていない 

セカンダリに本製品1台だけを接続するときは、必ずマスタに設定してください 
(出荷時はマスタに設定されています）。 

■ケーブルについて 

本製品をスレーブとして接続する場合は、右 
図の①のような形状のフラットケーブルが必 
C 9 〇 

パソコン本体付属のフラットケーブルが②のよ 
うな形状の場合や、パソコン本体にフラットケ 
—ブルが付属していない場合は、弊社製 IDE 接 
続ケーブル（別売）を使用してください。 



右上へつづぐ 



パソコンに取り付ける 


本製品をパソコンに取り付けます。 


籲バソコンの電源スイッチを OFF にした直後は、パソコン内部の部品に触らないでください。 

特に CPU や VGA チップは高温になっており、やけどをするおそれがあります。電源スイ 
ッチを〇 FF にして30分以上経ってから作業することをおすすめします。 

• 本製品に触る前にドアノブやアルミサッシなどの身近な金属に触れ、身体の静電気を除去 
してください。 

#パソコン本体と周辺機器のマニュアルも必ず参照してください。 

•ステップ1でジャンパスイッチを設定していない場合は、必ず設定してください。 

•縦置き（垂直）で取り付けた場合、 8 cm サイズのメディアは使用できません。 

バソコン — 周辺機器の順に電源スイツチを〇 FF にし、電源ケーブルをコ 
ンセントから抜きます。 

パソコン本体からケーブル類とカバーを取り外します。 

パソコン本体のマニュアルを参照してください。 


本製品をファイルベイに挿入し、付属 
のネジ （4 本）で固定します。 

ファイルベイの位置は、パソコン本体のマ 
ニユアルで確認してください。 

フラットケーブルと電源ケーブルを接 
続します。 


ケーブルのはさみ込みやコネクタ 
の抜けなどがないように注意して 
ください。 


フラツトケーブル 
(パソコンに付属) 



パソコン本体にケーブル類とカバーを取り付けます。/ 

バソコン本体のマニュアルを参照してください。 

電源ケーブルをコンセントに差し込みます。 

以上で本製品の取り付けは完了です。 



電源コネクタ 

パソコンの 
電源ケーブル 


善 



付属ソフトをインスト ルする 


付属ソフトをインストールします。 


以下の画面が表示されたら ？ （Windows Vista のみ） 




M [ 


Vドライブ （E : ) X X X X X X 


H ソフトウェアとゲームに対しては常に次の動作を行う： 
プ□クラムのインストール/実行 


n BUF __ 釀 


▲ フ辦麵ィルを 表示 

コント□ールパネル自動再牛の既定を設定し 


プログラムを技行するにはあなたの許可力^要です 


あなたが関始したプログラムである®合は、接行してください. 


® 翻 (Q) 

ューザー 
されるの 2 


キャンレI 


アカウント制御は、あなたの許可な く コンビ一夕に変更が適用 
> を防ぎます。 


[ BUFFALOINST . EXE の実行]を 
クリックします。 


[続行]をクリックします。 


ユーテイリテイ CD をパソコンにセットします。 

簡単セットアップが起動します。起動しない場合は、ユーティリティ CD 内の 
「 BUFFALOINST . EXE 」 をダブルクリックしてください。 

※ユーテイリテイ CD をパソコンにセットすると、デスクトップに本製品のマニユア 
ルと BUFFALO 「 DVD 製品 Q & A 」 がコピーされます。 

お買い求めいただいた製品を選択し、[開始]をクリックします。 


BUFFALO 

簡単 t ^^ 
セットア 1フ 


これりセットアップを開始します。 
他の起動中のアブリケーンヨンを 
終了させてください。 


■ル 


DVD 


| CyberLink DVD Suite® インストル 
Adobe ReaderCD インストル 
TDVim 口 oQ&AJ を見る 
X X X X X Xの r 仕様」を見る 
FINALDATA 獄供版)のインストル 


※画面は、お使いの〇 S によって異 
なります。 

n インストールするソフトをク 
リックします。 


_0 [開始]をクリックします。 


終了 開始 • j 


※ 「CyberLink DVD Suite 」 は本製品をパソコンに取り付けていない 
とインスト _ ルできません。 

以降は、画面に従ってインス!-ールしてください。 


以上で本製品のセツトアップは完了です。 


( 1 ) 
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オリジナルディスクを作ろ 



本製品のセットアップが完了したら、オリジナルディスクを作ってみましよう。オリジナルディスクの作成には 、 「CyberLink DVD Suite 」を使用します。概要や起動方法、使いかたは以下を参照 
してください。 


<注意 > あなたが録画•録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用できません。 


CyberLink DVD Suite について 


DVD 、 CD のライティングソフト、才ーサリングソフト、プレイヤーソフトなどを統合したソ 
フトウェアパッケージです。各ソフトの概要は以下のとおりです。 



CPRM 保護されたディスクの再生、編集をするにはインターネット接続による認証が必要です。 

「1回だけ録画可能(コピーワンス)」データを録画した CPRM 対応メディアの再生をデジタル出 
力 ( DVI / HDMI ) するには、 HDCP 対応 VGA 力ードと HDCP 対応モニタが必要です。 


■PowerDirector 

デジタル厶ービーの作成ソフトです。音楽、アフレコ、特殊エフェクト、およびトランジ 
シヨンエフェクト付きのプロ品質のビデオムービーを作成することができます。 

■ PowerProducer 

DVD - Video / DVD - VR / DVD + VR ディスク作成に対応した DVD 作成(オーサリング)ソフトで 
す。パソコン上で、 DVD ビデオレコーダーと互換のあるディスクの作成や DVD ビデオレコー 
ダーで記録した映像の再生 • 編集などもできます。 

■ Power2Go (PURE READ 対応） 

データディスクや音楽 CD などを作成するソフトです。作成するディスクを暗号化する機能 
も備えています。 

■InstantBurn 

フロッピーディスクや M 0 のようにファイル単位でデータを書き込むことができるソフトです。 

■PowerDVD (PowerRead 対応） 

厶ービーディスクの再生ソフトです。 DVD - Video などを再生することができます。また、 
インターネットに接続すれば、 CPRM で保護されたディスクも再生できます。 

■PowerBackup 

データのバックアップソフトです。起動ドライブの環境をバックアップすることもできま 
す。バックアップするデータを DVD に保存したいときにお使いください。 


CyberLink DVD Suite を起動する 


オリジナルディスクを作成しましよう 。 CyberLink DVD Suite を起動してやりたいことを選 
択していくことで用途にあわせたソフトが起動します。 


•画面は、お使いの 0 S によって異なります。 

•初めて起動する場合など、サイバーリンク社のユーザー登録画面が表示されることがあり 
ます。そのときは、画面に従ってユーザー登録してください。 
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デスクトップのアイコン囹 をダブルクリックします。 

CyberLink 
DVD Suite 




ジャンルのアイコンを選択し 
ます。各アイコンの説明は、 
以下を参照してください。 

※画面右下のアイコン 

をクリックすると、起動す 
るソフトを選択できます。 



お気に入りのメニュー 
を表示します （*) 。 



ムービーディスクを 
再生するときに選択 
します。 



ムービーディスクを 
作成するときに選択 
します。 



ディスクコピーやバ 
ックアップするとき 
に選択します。 



データデイスクを作 
成するときに選択し 
ます。 


音楽ディスクを作成 
するときに選択しま 



ディスクイメージの 
作成やディスクの消 
去を行うときに選択 
します。 


* お気に入りのメニューは、ご自分で設定できます。詳しくは、画面右上の 
をクリックし、ヘルプを参照してください。 



CyberLink DVD Suite 

(S) ⑧®© ® (!) ® 


行うメニューを選択します。 


お使いの用途にあったソフトが起動します。以降は、ソフトのヘル 
プやマニュアルを参照して操作を行ってください。 

ソフトのヘルプやマニュアルの表示方法は、右上の「使いかた（マ 
ニュアルやヘルプの表示方法）」を参照してください。 



使いかた（マニュアルやヘルプの表示方法) 


画面の [?] または[ヘルプ]をクリックするか、[スタート]- [ (すべての）プログラム]一 
[CyberLink DVD Suite ]-[ (ソフト名） ] にあるヘルプやマニュアルを参照してください。 


■ソフトの画面から表示させる場合 

画面の [?] または[ヘルプ]をクリックします。 

《ソフト選択画面の場合》 


CyberLink DVD Suite 


をクリックすると、へ 




ルプが表示されます。 



《 Power 2 Go の場合》 



_ P をクリックすると、ヘル 
プが表示されます。 


■[スタ _ 卜]メニュ _ から表示させる場合 

[スタート]— [ (すべての）プログラム ]- [CyberLink DVD Suite ] — [ (ソフト名） ] にあるヘル 
プやマニュアルを選択します。以下は、 Powe 「2 Go の場合の例です。 


すべて®ブ13^7ラム (£) 


\£>\ □ヴオフ (U |①1終了オブシヨン ( U ) 


@ Label Print 
程 ） PowerDirector 
@ PowerDVD 
@ PowerProducer 
@ InstantBurn 
程 ） PowerBackup 
〇 CyberLink DVD Suite 
オンライン登錄 


起 Power2Go 

Power2Go Express 
RjJ Power2Go のアンインストール 


Power2Go ヘルブ 
^ Power2G 0 ユーザーズガイド 


盈 Readme 

沒オンライン登 !; 
爸システム診断 


マニュアルやヘルプを 
選択します。 


デスクトップのアイコンについて 


CyberLink DVD Suite をインストールすると、デスクトップに以下のアイコンが表示されま 
す。このアイコンから、データディスクの作成、音楽ディスクの作成、厶ービーディスクの作 
成、ディスクのコピーが行えます。詳しくは、 Powe 「2 Go のヘルプを参照してください。 



データディスク作成用のアイコンです。ここにデー 
夕をドラッグし、アイコン左の 「 REC 」 をクリック 
すると、データディスクを作成できます。 


音楽ディスク作成用のアイコンです。ここに音楽デ 
一夕をドラッグし、アイコン左の 「 REC 」 をクリッ 
クすると、音楽ディスクを作成できます。 


ムービーディスク作成用のアイコンです。ここに厶一 
ビーデータをドラッグし、アイコン左の 「 REC 」 をク 
リックすると、ムービーディスクを作成できます。 



ディスクコピー用のアイコンです。このアイコンをダ 
ブルクリックすると、デイスクコピーのメニューが表 
示されます。 


⑵ 




傷や汚れのついたメディアの読み取りについて 


本製品には、以下の機能があり、傷や汚れのついたメディアでも停止することなく読み 
取りを行うことができます。 


全てのメディアに対して読み取りを保証するものではありません。 


■ PowerRead 機能 

DVD - Video 再生時にメディアの読み取りエラーが発生した場合、再生を停止せずに次の 
データを読み取る機能です。 DVD プレーヤーなどで停止してしまうメディアでも、停止 
することなく再生を行うことができます。 PowerRead 機能は、 PowerDVD で再生して 
いるときに自動的に〇 N になります。 


■ PURE READ 機能 

音楽 CD の読み出しェラーが発生した場合、ディスク状況を自動判断、自動調整し、最適 
な再読み取りを行うことで、ェラーデータによるデータ補間の発生を低減する機能で 
す。よりオリジナルに近いデータの読み取りを行うことができます 。 PURE READ 機能 
は、 Powe 「2 Go (ライティングソフト）と連携して動作し、以下の3つの設定から選択でき 
ます。設定を変更する場合は、 Powe 「2 Go の画面で「プロジェクト」-「プリファレン 
ス」を選択し、画面上にある「詳細」をクリックしてください。 

•パーフェクトモード （PURE READ 機首 gON ) 

音楽 CD 読み取り中に傷や汚れによるリードェラー発生した場合、自動調整を行い、再度 
読み取りを行います。一定回数行って読み取り不可能と判断した場合、ェラーを返し読 
み取り動作を停止します。同ディスクで再度読み取りを行う場合は標準モード、もしく 
はマスターモードに設定を変更して再度読み取りをしてください。 

•マスターモード （PURE READ 機肯 gON ) 

音楽 CD 読み取り中、傷や汚れによるェラーが発生した場合、自動調整を行い再度読み込 
みを行います。一定回数行って読み取り不可能と判断した場合、データの補間をして読 
み取り動作を継続します。 

•標準モード（デフオルト ） （PURE READ 機能 OFF ) 

音楽 CD の読み取り中、傷や汚れによる ェラー が発生した場合、データの補間をして読み 
取り動作を継続します。 


便利なソフトのご案内 


r 


画面で見るマニュアルについて 




ユーティリティ CD には、本製品のマニュアル （ PDF ファイル）や BUFFALO 「 DVD 製品 
Q & A 」 、仕様が収録されています。本紙とあわせて必ずお読みください。画面で見るマニュ 
アルは、以下の手順で表示できます。 



ユーティリティ CD をパソコンにセットします。 

※Windows Vista をお使いの場合、自動再生の画面が表示されたら、 [ BUFFALOINST.EXE 
の実行]をクリックしてください。また、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必 
要です」と表示されたら、[続行]をクリックしてください。 

※簡単セットアップが起動します。起動しないときは、ユーティリティ CD 内の 
「 BUFFALOINST . EXE 」 をダブルクリックしてください。 

表示したいマニュアルを選択し、[開始]をクリックします。 

※画面で見るマニュアル （ PDF ファイル）を読むには 、 Acrobat Reader または Adobe 
Reader がインストールされている必要があります。インストールされていない場合 
や、画面で見るマニュアルを正常に表示できない場合は、ユーティリティ CD の簡単 
セットアップメニュー 「Adobe Reader のインストール」から Adobe Reader をイン 
ストールしてください。 

※ Ac「obat Reader または Adobe Reader の使いかたは、ヘルプを参照してください。 

※画面上で見づらいときは、紙に印刷してお読みください。 



本製品のマニュアルと BUFFALO 「 DVD 製品 Q & A 」 は、ユーティリティ CD をバソコ 
ンにセツトしたときにデスクトツプにコピーされます。コピーされたファイルをダブル 
クリツクすることで表示することもできます。 


V_/ 


お問合せの前にご確認ください 


付属ソフトについてのご質問は、各ソフトウェアメーカにお問い合わせください。 

※株式会社バッファローでは、付属ソフトのお問い合わせを承っておりません。あらかじめ 
ご了承ください。 

付属ソフトに関するお問い合わせについて 

【お問い合わせの内容の例】 

•ソフトウェアの使い方が分からない（書き込みかた、再生のしかた、才ーサリング方法、設定 
方法） 

•ソフトウェアのインス!ルができない。起動しない。正常に動作しない。 
•ソフトウェアのヘルプやマニュアルの手順で使用できない。 

•メディアの書き込み時、読み出し時にエラーメッセージ(競合など)が表示される。 
•ソフトウェアの仕様を知りたい。 


各ソフトウェアのヘルプやマニュアル、ホームページ ( Q & A ) をよく読み、再度設定また 
は手順を確認してください。それでも解決しないときは、下に記載の各ソフトウェア 
メーカにお問い合わせください。 


ここでは 、 CyberLink DVD Suite 以外の付属ソフトについて説明します。各ソフトは、簡単 
セットアップ（ユーティリティ CD をパソコンにセットしたときに表示される画面）からイン 
ストールできます。用途にあわせてお使いください。 

ファイナルデータ（特別復元版試供版） 


削除されたデータを検索し、市販のファイナルデータの製品版で復元できるか確認を行えま 
す。復元するには製品版を購入する必要があります。 

使いかたは、ソフトウェアのインストール後、ヘルプを参照してください。ヘルプは、[ス 
夕一卜]-[(すべての)プログラム HFAINALDATA 20** 特別復元版試供版] (** は数字）-[ヘル 
プファイル]を選択します。 


ドライブ本体に関するお問い合わせについて 

【お問い合わせの内容の例】 

#簡単セットアップが正しく動作しない(簡単セットアップからのインス!ルができない）。 
#ドライブ本体がノくソコンに認識されない(マイコンピュータにドライブのアイコンが追加され 
ない)。 


付属のマニュアル （ 「はじめにお読みください」または「ユーザーズマニュアル」 ） をよ 
く読み、再度設定または手順を確認してください。それでも解決しないときは、 P 4 に記 
載の株式会社ノ\:ッファローサポートセンターにお問い合わせください。 


本ソフトは、復元を行うドライブ以外の場所にインス!ルしてください。復元を行うドラ 
イブにインス!ルすると、本ソフトのデータが上書きされるため、復元を行えないことが 
あります。 


付属ソフトに関するお問合せ先 


付属ソフトに関するお問合せは、以下のソフトウェアメーカにお問合せください。 

※株式会社バッファローでは、付属ソフトのお問合せは承っておりません。あらかじめご了承 
ください。 

※ソフトウェアのユーザー登録は必ず行つてください。 


CyberLink DVD Suite 

サイバーリンク株式会社 

0570 -080-1 10( -般電話） 
03-3516-9555 ( PHS 、 一部 IP 電話など) 


03-3516-9559 

10:00-13:00 14:00-17:00 

(土日祝日、サイバーリンク社休業日を除く） 


http://jp_cyberlink.com/support 


ファイナルデータ（特別復元版試供版) 


瑜 




AOS テクノロジーズ株式会社 
x 106-0041 東京都港区麻生台 2-3-5 N 0 A ビル 9 F 
http://www.Tinaldata.jp/support/support.html 
http://www.finaldata.jp 

(受付時間：祝祭日を除く月曜〜金曜9:30〜12:00、13:00〜 17:30) 

finaldata@aos.com 
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